
No.1

第3期生 男：16名　　女：71名　　合計：87名
回答数 9 回答率 10.3%

1．本学卒業生について
評価基準
　評価4　　そう思う 評価3　ややそう思う
　評価1　　全く思わない

1)看護学の基礎的な理論をもとに、対象を理解できる。 2)対象の健康課題を分析し、問題点を明らかにできる。
評価4 3 評価4 3
評価3 4 評価3 5
評価2 2 評価2 1
評価1 0 評価1 0

3)対象に合わせた看護を実践している。 　　　　　　　 4)科学的根拠を理解し、看護援助を実施している。
評価4 5 評価4 6
評価3 4 評価3 3
評価2 0 評価2 0
評価1 0 評価1 0

5)看護の対象と適切な関係を形成している。 　　　　　　　 6)チーム医療の重要性を認識し、多職種等と連携している。
評価4 7 評価4 4
評価3 2 評価3 3
評価2 0 評価2 2
評価1 0 評価1 0

7)対象の人権を尊重し、擁護する倫理観がある。 　　　　　　　　8)自ら疑問をもち、問題解決に向けて努力できる。
評価4 5 評価4 5
評価3 3 評価3 4
評価2 1 評価2 0
評価1 0 評価1 0

9)人的・物理的・経済的な資源を調整できる。 10)専門職として自己研鑽している。
評価4 3 評価4 2
評価3 4 評価3 4
評価2 2 評価2 3
評価1 0 評価1 0

11)専門職としての将来の目標を持っている。 12)自己の看護観を形成し、他者に表現できる。
評価4 1 評価4 1
評価3 4 評価3 5
評価2 3 評価2 3
評価1 1 評価1 0
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評価2　あまり思わない
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青森中央学院大学卒業生（看護学部）に関するアンケート集計結果【卒業生用】（令和4年8月発送分）

2-1．職種について

2-2．在学中に学んで身についた、現在の看護に活かされていると思うこと
・
・
・
・
・

・

・

2-3．在学中にもっと学んでおけばよかったと思うこと
・
・
・
・
・

2-4．卒業後に感じた自己の成長や変化について
・
・
・

・

・

2-5．卒業後に取得した資格
・

2-6．将来の目標・今後取得したい資格について
　　　　　≪将来の目標≫

・
・
・
・

　　　　　≪今後取得したい資格≫
・ ACLSプロパイダー
・ メンタルヘルスに関する資格or訪問看護も可能な資格。

患者さんと笑顔でコミュニケーションをとること。

個別性を重視した看護展開。
コマ二チュード

入職時　　保健師：2名　 助産師：0名　 看護師：5名　 准看護師：2名　 その他：0名
現在　 　　保健師：2名　 助産師：0名　 看護師：7名　 准看護師：0名　 その他：0名

内服薬の機序・分類等を学習し、現在の当該病棟における患者がこのような治療を行っているか理解出来ている事。

保健師としての考え方を、先生方の経験等から教えていただけて、保健師の考え方について学び身につける事ができたからこそ現在
があると思います。

入職し3年がたちプリセプターもまかされるようになって教える難しさを学びPtへの説明をわかりやすくできるようになった。（それまでは
多少の専門用語だったりわかる程で話してしまっていた。)
学生の時は要領よく行動、学習できている方だと感じていたが働いてみると業務の多忙性、多重課題で自信の力不足を感じた。

BLSプロパイダー

考え方の変化、周囲への目配り、一貫性のあるアセスメントを行う事が出来ている。
患者との日々のかかわりの中で、今後予想される問題についてイメージできる。一人一人にあわせたコミュニケーションの仕方。

解剖生理学フィジカルアセスメント

基礎看護技術論の授業

患者さんの持つ疾患に目を向けられるようになった。患者さんがどのように過ごしたいのか、どこまで治療を続けたいのか考えられるよう
になった。

一次救命処置。
基礎的な看護技術、疾患の概要。
フィジカルアセスメント。(2)
基礎知識や根拠。
解剖生理学。

アドバンス助産師母乳育児ラクテーションコンサルタント

患者さんの急変時にしっかり対応できる。急変の兆候を理解できるようになる。
医療従事者資格を活用した事業。
臨床から健診センターへ転職し予防医学について学び県民の健康支援をしていきたい。
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2-7．大学や後輩へメッセージ等

・

・

・

2-8．現在、働いている病院施設は卒業時と同じか

2-9．卒業時に就職した病院・施設の退職時期と退職理由、現在の就業先
≪退職理由≫

・ その他（国家試験に落ちたため）
≪現在の就業先≫

・ 八戸赤十字病院
・ 青森新都市病院
・ 五所川原市役所
・ 岩手県医療局
・

今は実習や勉強（国試）などで忙しいと思います。休める時はちゃんと休むようにして、一日でも早く看護師、保健師という夢を叶
えられることを願ってます。

1．卒業時と同じ：8名　　　２．卒業時と異なる：1名

弘前大学医学部附属病院

国家試験の勉強頑張って下さい。単位を取得する為でなく今後の人生に活きるような学習をしてほしいです。プライベートを充実さ
せた上で。

勉強したつもりで入職しますが1年目はすべてにおいて根拠が問われることになると思います。国試の勉強で全ての科をある程度で
勉強しますが、自分の科が決まったら根拠を調べ直して下さい。全てが初めてに近い中、働くにあたり、優先順位がとても大事になり
ます。学生と違い受け持ちPtの全てを看護すると臨時処置も増え思うようにいかず先輩に助けてもらってもタイミングによってミスに
なってしまうので相談は早めに。
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